
       第 6回海鷹祭を終えて 

 遡ること 2 か月前、７月。今年も猛暑となることを感じさせるような暑い日に、海鷹祭の準備は始ま

りました。応援団やパネル担当が選出され、生徒による自主的な活動がスタートしました。 

夏休みになり、赤軍、青軍、それぞれの応援団・パネル担当が集まり、計画を立て、準

備を進めていきました。歌やダンスはどうするか。パネルで伝えるべきメッセージは何

か。そして、どのように軍をまとめていくか。しかし、どちらの軍も、順風満帆だったわ

けではありません。意見や思いが合わずにギクシャクした時もありましたが、応援団・パ

ネル担当は最後まで諦めずに準備を続け、自分の役割（キャリア）を全うしてくれました。 

そして、夏休みが明けた 9 月。学校が再開し、本格的に応援や軍としての動きの練習が始まり、どち

らの軍にも勢いが増してきました。青軍の神田団長は、「誰かがミスしたらドンマイと声を掛け、みん

なを引っ張って応援で優勝する」、赤軍の小方団長は、「団長として軍を引っ張り、みんなの手本となっ

て行動する」と決意を表しました。当日、両団長の魂を削るかのような雄姿に心を震わされたのは、そ

して、それに応じて本気で取り組む生徒の姿に胸が熱くなったのは、私だけではないはずです。 

当日は、競技と応援の部の優勝は青軍。パネルの部は赤軍が優勝という結果になりました。しかし、

この結果以上に、生徒が得たものは大きかったと感じています。「勝つには？」「軍をまとめるには？」

「自分たちが楽しむには？」ということを生徒が真剣に考え、仲間や相手をリスペクトし、思いやりの

精神を養う 1 日になりました。ここまでの 2 ヶ月半、生徒が教育目標「深く考え 心豊かに 実践する

生徒」を意識して過ごした充実した期間となりました。南中生一人一人に大きな拍手を送りたいと思い

ます。本当にお疲れ様でした。 

応援にお越しくださった保護者の皆様、地域の皆様、また、ダンス指導に協力いただいた新潟医療福

祉大学ダンス部の皆様に、厚く御礼申し上げます。今後も、ご理解ご協力賜りますようお願いします。 
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全国で、部活動から地域クラブ活動へ活動の場の切り替わり（いわゆる、地域移行）が        

進んでいます。当校の新潟北サッカーコミュニティ MINAMIHAMA もその一つと言えます。      

新潟市は、①生徒数減少による学校単位での部活動継続の難しさ、②生徒が地域のクラブで専門的指導を受

けられる機会づくり、③社会全体が生徒の育成に関わろうとする環境づくり、等の観点から、昨年度 6 月、

「令和 8 年度以降、学校は、平日は職員の勤務時間以降、休日は終日、部活動指導を行わない」とする方向

で検討が進められています。南浜中学校の生徒数も年々減少しているのはご承知の通りです。 

また、市内の中学校では、次年度から段階的に現在のスクールランチ方式から一般的な給食方式に変更す

ることが決まっており、当校でも 4 月から給食が始まります。給食方式になると、準備や配膳、片付け等も

生徒自身が行うこととなります。給食時間は今より 15 分程度長くなり、放課後の時間の確保が難しくなるた

め、校時表の変更を検討しているところです。 

このような社会環境や情勢の変化から、当校では、「令和 8 年度中体連主催の体育大会まで、下記のスケジ

ュールで部活動を行い、大会終了後は部活動を行わない」という方向で検討を進めています。つまり、現在

の 1 年生が進級し、3 年生としての夏の一連の大会が終わり、引退となると同時に部活動を停止する、とい

うことです。 

当校の生徒は下校してしまうと、その後、集って遊ぶ、共に過ごすということが難しい環境にあります。

そこで、部活動停止後は、学校が閉まるまでの間、体育館で友達とスポーツをしてもいいですし、図書室で

読書をしても、教室で友達とおしゃべりをしてもよい「大きなフリースペース」にしていく方向です。もち

ろん、生徒の中には早く家に帰って宿題をし、夕方から自分が「やりたい」と思う地域クラブ活動に参加す

る、という生徒もいるかもしれません。当校の生徒には、自分の生き方（キャリア）を自分で創造できるよ

うになってほしいと考えています。 

 来年、再来年、入学する生徒

の中には、部活動に入らない子

も出てくると思われます。現

在、通っている道場やスイミン

グクラブを中学生になっても継

続する、という子も増えてくる

ことも想定されます。 

 保護者の皆様からもご理解い

ただき、生徒にとってのよりよ

い環境づくりを共に進めて参り

たいと思います。よろしくお願

いします。 

なお、不明な点や相談等につ

きましては、校長までご連絡く

ださい。 

             
                      

     
         

  
     

  
     

  
     

    

          
      

         

  
         
          

  
         
           

      

       
       

         

  
           

      
     

            

            

          

              

                   

            

            

                   

           

         

          
    

       
    

       

  

  

  

          

             

                       

                                

                              

                                   

  

                               
                          

                               
                               
                              
            

  

  

                            


